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本論文は、山崎新氏が、2016 年 3 月 31日に課程博士の学位申請論文として早
稲田大学大学院政治学研究科に提出し、同研究科運営委員会が 2016 年 4 月 20
日に受理したものである。本博士学位申請論文最終口頭試問（審査会）は、政
治学研究科から田中愛治（主査）、河野勝（副査）、学外から稲葉哲郎（一橋大
学大学院社会学研究科教授）の計３名を審査員として、2016 年 5 月 13 日午前
























































の検証の作業では、2005 年から 2007 年にかけてのパネル方式(同一サンプルを
追跡調査する)世論調査(GLOPE2005-07)のデータを、共分散構造分析(SEM:























































































































学位申請論文提出前発表会での指摘を受け、第 3 章と第 4 章を入れ替えること
になったが、第 3 章の図表については図表の番号も本文中の図表の表記も「図
4-1」もしくは「表 4-2」という誤表記のままである。同様に、第 4 章の図表に
ついては、図表の番号も本文中の図表の表記も「図 3-2」もしくは「表 3-3」と
いう表記になっているままである。また補遺も補遺 D が二つあるが、最後の補
遺である「第 6章実験刺激詳細」は補遺 Dでなく、補遺 Eに修正すべきである。
さらに述べれば、第 3章 22頁 2行目で、「Markus Prior and Lupia (2008)」と
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